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隠岐の地すべり

地すべりとそれから見えるもの

㈱コスモ建設コンサルタント 村上 久

島後地区の地すべりと地質

地質層準ごとに3タイプに分類可能

２．前期中新世「郡層」堆積岩類の熱水変質帯地すべり

３．後期中新世「重栖層」火山岩類の地すべり

１．前期鮮新世「向ヶ丘層」の地すべり

防災研「地すべり地形分布図」－西郷－

地すべり地の多くが向ヶ丘層分布域に集中

例外的に平粗
面岩の分布域
にも存在・・差別
浸食地形？

末端が河川や海
岸に位置するも
のが多い・・末端
浸食

地質と地すべり

地すべり地形の
多くが向ヶ丘層
に集中

西郷図幅(2010)

１(大峯山北東麓)

１(那久) ２(犬来)３(亀の原)
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西村

伊後

大峯山

大峯山北東麓の地すべり地形

2km

2.6km

１．向ヶ丘層の地すべり

断面位置

A

B

大峯山玄武岩

向ヶ丘層

古い地すべりによる崩落

活動中のすべり

浸食地形

古い地すべり地形
古滑落崖

向ヶ丘層

円礫を混じる礫質土火山灰質粘土

郡層凝灰岩

郡層凝灰岩

代表的向ヶ丘層の露頭－五箇中学校の南－

向ヶ丘層とは？
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大満寺山(607.7m)にも分布

向ヶ丘層

大満寺山玄武岩

520m
円礫を有する向ヶ丘層

大満寺山の標高520m付近に分布する向ヶ丘層

火山灰 N=5~10

礫混じり粘土
N=10~30

有機質粘土
N=5~20

火山灰質粘土
N=5~10

砂 礫 N>50

久見層

(凝灰岩・泥岩)

礫混じり粘土 N=10~50

表土
向ヶ丘地区の柱状図・コア写真

30.7m

上那久地すべり災害で見られるすべり面粘土の事例(2000)
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那久周辺の地質図

Krdに修正

向斜軸

那久地すべり災害(H18)末端部のすべり面粘土

すべり面(火山灰質粘土)

すべり面の接写

犬来

犬来北

釜

大久南

２．郡層変質帯の地すべり
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犬来～大久にかけての地すべり地形

犬来

釜

大久

犬来

Krd周辺にOrlが
分布し、Mkgと
PoBに覆われて
いる

古い地すべりによる崩落

活動中のすべり(Krd・Mkg中)

二階建て地すべり

PoB?

粘土鉱物のピーク強度  郡層の熱水変質による粘土化
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対策工事の粗な所で地すべりが継続

犬来地区の地すべり対策工事(S38~H11)

すべり被害の現状
  対策を再開

亀の原池

幅2Km×長さ2.5km

幅0.8Km×長さ1.4km

那久

向山

３．重栖層の地すべり

亀の原池

那久

向山

亀の原池周辺の地すべり地形
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那久～亀の原池周辺の地質図

Krdに修正

向斜軸

岩塊部(流紋岩・粗面岩)と岩屑部が交
互に繰り返している

岩塊部

岩屑部

滑落崖の最大比高175mで、移動体
内部には小丘と凹地が存在

 

ラテラル・スプレッドの可能性

平面形状は似ているが、軟弱層が確認できない  スライディング？

島前地区の地すべりと地質

地質層準は単一

１．地すべりは後期中新世島前火山「外輪山」で発生
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防災研「地すべり地形分布図」－浦郷－

島前カルデラ

外輪山

中央火口丘

立ヶ崎

知夫南西端 立ヶ崎の地すべり豪雨災害(S52:1978)

滑落崖

国賀海岸摩天崖の新しい崩壊地形

いくつもの大規模崩壊地形が連続・・ジオパークとしての魅力
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東国賀の新しい崩壊地形1

東国賀の新しい崩壊地形2

航空写真解析によるリニアメント図

海岸の崩壊地の背後に亀裂～二重丘陵線が存在
崩壊に伴う後方岩盤の不安定化?or古い地すべり現象?

地すべり・崩壊から見えるもの
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島後の地すべりの発生位置

地すべりはこの周辺に集中 地すべりは中央火
口丘の周辺に存在

島前の地すべりの発生位置

地すべりは基盤の高まりの周辺に集中

 

基盤の上昇は何時発生したのか？

隠岐諸島の重力異常図(仮定密度:2.85)

重力等高線間隔:
1mgal

コールドロン

幅2kmの河川

江川(河川延長約
80km)に匹敵???

前期鮮新世古河川の復元

礫層のインブ
リケーション
から求めた古
流向
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前期鮮新世の玄武岩の下面が同じ時代で
水平と仮定した層序断面図

基準標高を100mと仮定 基盤の凹凸が少ない

玄武岩の流動方向

隆起のピークは鮮新世中期
～第四紀初頭？

ドーム状隆起

隆起と現地形の形成

圧縮

西郷玄武岩(0.85)は現在
の大満寺山で噴出・流下

ドーム状隆起

鮮新世前期の玄武岩
(4.7~4.1Ma)は河川域を流下

隆起は何時、なぜ発生したのか？

Stage１． (5.7~5.0Ma)‐後期中新世～鮮新世初頭(重栖層・葛尾層の時代)

・火山山体の成長

・噴火に伴うマグマ圧力の低下  カルデラ形成や沈降・山体崩壊
  海進と向ヶ丘層の堆積  次第に隆起(河川堆積物を伴う)

 

 

Stage２．4.0~1.3Ma(前期鮮新世後期～前期更新世)

・ドーム状の隆起・・なぜか？

隠岐周辺の地殻熱流量は大きくない
しかし玄武岩の活動・五箇温泉源の地温上昇率6.5℃/100m

(1,246mで孔底温度96℃)
スポット的に新しい熱源が継続的に供給？

 

・東西方向の圧縮応力場・・広域的隆起

地すべりから見えるもの・・まとめ・・

1.地すべりの地質層準は郡層(変質帯)、重栖層、向ヶ丘層に集中

2.Keyは重栖層で、郡層の変質熱源&向ヶ丘層の礫の主供給源

3.地すべりの原因は脚部浸食(河川・海岸)とキャップロックからの地下水

・地すべり地塊は基盤の高まり(隆起部)周辺に多い

・隆起の原因は・・・・・これからの研究課題

島後

島前

1.地すべりの地質層準は島前火山の外輪山溶岩

2.地すべり・崩壊の原因は脚部浸食(海岸)が多い  ジオパークの魅力

共通
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お わ り

ゴジラの遊弋(音部島)


